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法政大学出版局　2015年4月15日配本　定価2160円（本体2000円＋税） 四六判上製・184頁
カール・ローゼンクランツ 著／寄川 条路 訳 

日本国と日本人  ISBN978-4-588-31622-7 C1020

★★　ヘーゲル学派の高名な哲学者・文化史家であるローゼンクランツ（1805―79）が、1860年にドイツで行った講演の
初の邦訳。江戸幕末期までの日本の歴史・自然・文化を、当時西洋人が入手できた稀少な文献を用いて概観し、
東洋の発達した“閉鎖商業国家”が〈世界史〉の舞台に登場してくる歴史的瞬間を記録したテクスト。若き森鷗外
が評価して以後、長らく忘れられてきた出色の日本論。 【歴史・日本文化論】

☞155年前、透徹したドイツ人の眼に映し出された旧き日本の姿。日本人論・日本文化論の棚に。

法政大学出版局　2015年4月23日配本　定価6264円（本体5800円＋税） A5判上製・448頁＋口絵16頁
千森 幹子 著 

表象のアリス テキストと図像に見る日本とイギリス ISBN978-4-588-49509-0 C1090

★★　ルイス・キャロルが創造した少女アリスは、その誕生から今日まで、挿絵画家や翻訳者たちによってどのように描か
れてきたか。原作のノンセンス世界を見事に解釈・構築したテニエルの挿画や、明治以降の日本の翻訳・翻案作品
に現れた多様な少女像を、アリス図像研究の第一人者が初めて詳細に比較分析した労作。『不思議の国のアリス』
150周年を記念して刊行、図版多数‼ 【文学・表象文化論】

☞関連書：『ユリイカ 2015年3月臨時増刊号 総特集◎150年目の『不思議の国のアリス』』など。

法政大学出版局　2015年4月下旬配本　予価5076円（本体4700円＋税） 四六判並製・460頁
ヒューストン・A. ベイカー・ジュニア 著／松本 昇／清水 菜穂／馬場 聡／田中 千晶 訳／今福 龍太 解説 

ブルースの文学 奴隷の経済学とヴァナキュラー ISBN978-4-588-49033-0 C1097

★★　従来の歴史学や文学は、アメリカの成り立ちや仕組みを、白人・黒人・先住民といった人種や民族で縦割りにして
捉えようとしてきた。著者は特定の土地に固有の、民衆の日常生活・技術・言語にもとづく匿名の実践を包括的に
表す概念を用い、まったく新しい景観を読者に提示する。逆境を生き抜く人びとの言葉ブルースは、いかにアメリカ
の文化を形づくったのか。 【アメリカ文学・思想】

☞好評既刊：F.ダグラス『数奇なる奴隷の半生』、E.セゼール『ニグロとして生きる』、大辻都『渡りの文学』など。

法政大学出版局　2015年4月下旬配本　予価3240円（本体3000円＋税） 四六判上製・256頁
アクセル・ホネット 著／日暮 雅夫・水上 英徳・宮本 真也 訳 《叢書・ウニベルシタス1025》

見えないこと （仮） ISBN978-4-588-01025-5 C1310

★★　「見えないこと」とはどういうことか。確かに彼は実在する人間であり、肉と骨からなる生身の人間であるが、人はと
にかく彼を見ようとはせず、彼を「見て見ぬふりをする」。あるいはそうする自分さえも見えないものとして、消し去っ
てしまう。認識と承認をめぐる批判理論から、相互主観性と対象関係論におけるアイデンティティの問題まで、〈承
認論〉の第一人者が問いかける、いま、もっともアクチュアルな問いかけ。 【哲学・思想】

☞好評既刊：A.ホネット『承認をめぐる闘争』、澤田直編『サルトル読本』など。

法政大学出版局　2015年4月23日配本　定価2700円（本体2500円＋税） 四六判上製・326頁
蜂谷道彦 著
ヒロシマ日記 〈改装版〉 ISBN978-4-588-31631-9 C0021

★★　日常化された死、情報の隔絶による果てしなき恐怖、玉音放送の衝撃、廃墟の中の笑いと希望──一瞬の閃光の
下に出現された地獄絵図の只中で九死に一生を得、広島逓信病院長として自ら被爆者の治療に当たった著者が、
ヒロシマの五十六日間の異常な体験のすべてを克明に記録し、極限に生きた人々の献身と勇気を渾身の力をこめ
た書き綴った稀有のドキュメント。 【日記・ドキュメント】■新装再委託■

☞J.ハーシー『ヒロシマ［増補版］』、江藤千秋『積乱雲の彼方に』（すべて小局刊）。


